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シ リ ズー
シ リ ズー

予算化された事業 その後

地
域
で
活
躍
す
る
人

『
希
望
の
田
舎  

奥
松
瀬
川
』

奥
松
瀬
川
創
生
会
議

地域の魅力磨き上げ事業

井内区　人・空・棚田を生かす会

シ
キ
ミ
農
家
が
作
る

　
　
　
　
　
　「
思シ

季キ

美ミ

」線
香
完
成
！

特
産
品
の
開
発
・
新
た
な
挑
戦
へ
！

◆
蔓つ
る
人に
ん
参じ
ん
と
芍し
ゃ
く

薬や
く
の

　
試
験
栽
培

〈
蔓
人
参
〉　

　

茎
が
蔓
に
な
り
根
が
高

麗
人
参
に
似
て
い
ま
す
。

〈
芍
薬
〉

　
「
立
て
ば
芍
薬
座
れ
ば
牡

丹
歩
く
姿
は
百
合
の
花
」

　
根
は
漢
方
で
、痛
み
止
め

の
頓
服
薬
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

◆
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

　
試
験
栽
培

　

約
８
a
で
赤
・
白
ワ
イ

ン
用
の
品
種
を
試
験
栽
培

し
て
い
ま
す
。

◆
柚
子
の
試
験
栽
培

　
荒
廃
山
林
を
整
備
し
、
試

験
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

１
ha
の
柚
子
栽
培
で
生

活
が
で
き
ま
す
。
柚
子
栽

培
農
家
の
移
住
者
の
た
め

に
柚
子
畑
８
ha
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
移

住
者
が
10
年
後
に
奥
松
瀬
川

の
担
い
手
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
を
し
て
、

柚
子
の
調
味
料
等
の
加
工

品
を
特
産
品
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
創
生
会
議
と
は

　

平
成
28
年
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
、
過

疎
化
の
歯
止
め
と
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
設
立
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
、
地
域
交

流
拠
点
「
ほ
っ
こ
り
奥
松
」

が
完
成
し
、
ピ
ザ
作
り
や

手
芸
・
竹
加
工
体
験
教
室
、

手
作
り
パ
ン
の
販
売（
第
１・

２・
４
土
曜
）
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
「
山
の
音
楽
会
」

も
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
30

年
に
は
、
直
売
所
「
ほ
っ
こ

り
市
場
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
ぽ
ん
ぽ
こ
農
園
」
は
、

誰
も
が
利
用
で
き
る
交
流

農
園
で
す
。バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
も
整
備
し

て
い
ま
す
。

　
「
妖
精
の
里
づ
く
り
」
の

シ
ン
ボ
ル
が
「
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
」で
す
。「
音
楽
祭
」な
ど

を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
今
後
の
課
題
は

　
自
然
体
験
教
室
・
農
業
体

験
教
室
等
、
子
ど
も
が
参
加

す
る
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
。

　
後
継
者
の
育
成
、
人
員
を

確
保
す
る
こ
と
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　
農
村
活
性
化
協
議
会
へ
の

農
水
省
支
援
が
令
和
３
年

で
終
了
し
た
が
、
各
種
計
画

が
芽
を
出
し
た
段
階
な
の

で
、
更
な
る
発
展
に
協
力
し

て
ほ
し
い
。

◆
開
発
の
経
緯
は

　
井
内
の
基
幹
産
業
に
な
っ
て
い
る

の
が
天
然
シ
キ
ミ
生
産
で
あ
る
。
シ

キ
ミ
生
花
を
成
形
す
る
と
き
に
、
た

く
さ
ん
の
未
利
用
材
が
出
て
く
る

の
で
、
そ
の
有
効
な
活
用
方
法
を

検
討
し
て
き
た
。

　

平
成
28
年
に
東
温
市
頑
張
る

中
山
間
地
域
等
支
援
事
業
補
助
金

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
契
機

に
、
シ
キ
ミ
を
活
用
し
た
商
品
開
発

を
始
め
た
。
そ
の
後
、
６
年
の
歳
月

を
か
け
て
、
シ
キ
ミ
線
香
の
商
品
化

に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

名
前
は
、
井
内
の
四
季
が
美
し

い
の
で
「
四
季
美
」
と
す
る
案
も
あ

っ
た
が
、
故
人
・
先
祖
を
偲
ぶ
意

味
を
込
め
「
思・

季
美
」
と
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
は
東
温
市
地
域

の
魅
力
磨
き
上
げ
事
業
補
助
金
を

受
け
、
冬
場
に
シ
キ
ミ
を
乾
か
す
た

め
の
大
型
の
乾
燥
機
や
、
乾
燥
し

た
シ
キ
ミ
を
製
粉
す
る
た
め
の
粉

砕
機
・
ふ
る
い
機
等
、
シ
キ
ミ
線
香

を
継
続
的
に
生
産
す
る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
の
機
器
を
購
入
し
た
。

　　

現
在
、
シ
キ
ミ
農
家
の
理
解
を

得
て
、
未
利
用
材
を
提
供
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
か
し
ま
し
い

マ
ド
ン
ナ
達
」
の
皆
さ
ん
に
は
、
生

産
か
ら
包
装
ま
で
全
面
的
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆
「
思
季
美
」
線
香
の
特
徴
は

　
一
般
的
な
線
香
は
、
ク
ス
ノ
キ
科

の
椨
（
タ
ブ
）
の
樹
皮
を
粉
末
に
し

た
タ
ブ
粉
を
成
型
材
に
し
て
、
様
々

な
種
類
の
香
料
を
混
ぜ
て
作
る
。

　
「
思
季
美
」
線
香
は
、
香
料
を
加

え
て
お
ら
ず
、
天
然
の
シ
キ
ミ
の
葉

の
粉
末
と
タ
ブ
粉
の
み
で
作
っ
て
い

る
。
安
心
・
安
全
が
証
明
さ
れ
た
、

化
学
成
分
等
を
一
切
含
ま
な
い
純

粋
な
線
香
で
あ
る
。

　

何
度
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

い
て
、
線
香
の
名
前
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
み
ん
な
で
議

論
し
な
が
ら
決
定
し
た
。　

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　
市
民
と
対
話
す
る
機
会
を
多
く
し

て
ほ
し
い
。

◆
販
売
場
所
は

　

東
温
市
さ
く
ら
の
湯
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
ふ

れ
あ
い
市
み
う
ち
で
販
売
し
て
い
る
。

五
十
音
順
で
各
区
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
上
林
区
」
を

取
材
予
定
で
す
。

「
奥
松
瀬
川
」の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
と
し
て
奥
松
瀬

川
区
で
活
躍
す
る
「
奥
松
瀬
川
創
生
会
議
」
の

皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

創生会議　会長
森
もり

　東
と

洋
よ

司
し

さん

【奥松瀬川区】
　東温市川内地区：旧川上村

（川上小学校区）の東の山沿
いに位置している。国道11号
線から、県道湯谷口川内線に
入り、河崎橋の以北の地区。
６月末の人口は287人（132世
帯）。

何
も
な
い
な
ら
作
っ
て
し
ま
お
う
！

知
っ
て
も
ら
お
う
！

ツリーハウス 一面の柚子畑

芍薬 蔓人参

「思季美」線香

粉砕機・ふるい機 乾燥機

　ロゴは、井内の四季を彩るさくら、
ぼたん、コスモス、桔梗でデザイン
している。

会長　菅
かん

野
の

　正
まさ

義
よし

さん

お
盆
の
お
参
り
に
は

「
思
季
美
」
線
香
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
３
回
東
温
市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月

10
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補

正
予
算
等
14
議
案
（
報
告
４
件
、承
認
５
件
、

補
正
予
算
１
件
、
条
例
改
正
１
件
、
そ
の
他

議
案
３
件
）
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。 ６月

定例会
全小学校に電子黒板を導入
〜チョークが使えて映写もできる〜

一般会計補正予算

３億３３6３万円
（累計160億886３万円　前年度同期比0.2％減）

補 正
予 算

■一般会計の主な補正予算
4・5月補正

事業名 補正予算額 補正予算の概要
子育て世帯等臨時特
別支援事業 850万円 市独自給付金の不足による増額

（７ページ参照※１）

子育て世帯生活支援
特別給付金支給事業 4390万円 低所得の子育て世帯に対して支給

（７ページ参照※２）

6月補正（７ページ参照※３）

事業名 補正予算額 補正予算の概要
議会デジタル化推進
事業 533万円 ペーパーレス会議システム等の導入経費

オンライン会議環境
整備事業 4946万円 オンライン会議環境の整備等に係る経費

避難行動要支援者支
援事業 363万円 福祉避難所開設時のコロナ対策としての屋内用

簡易テント購入経費
障がい者・高齢者福
祉施設等新型コロナ
ウイルス感染症検査
費用助成事業

617万円 障がい者・高齢者福祉施設等の新規入所者及び
職員の自主検査費用助成

各種予防接種事業 91万円 HPVワクチンの任意接種に要した費用の助成
担い手農業者機械等
導入支援事業 382万円 認定農業者等の農業用機械等導入経費に対する

助成
収入保険加入促進支
援事業 203万円 農業者の収入保険加入を促進するための助成

県営中山間地域総合
整備事業 1000万円 中山間地域における農業基盤整備に係る負担金

県営かんがい排水事
業 557万円 佐古ダム冬期用水の有効活用を図るためのかん

がい施設整備に係る負担金
新型コロナウイルス
感染症対策中小零細
企業まるごと応援事
業

1099万円 新型コロナウイルス感染症の影響を受けている
市内中小零細企業の新たな取組に対する助成

通学路交通安全緊急
対策事業 1870万円 対策が必要な市道の通学路交通安全対策事業に

係る経費
公園整備事業 1840万円 重信川河川敷公園の整備経費
避難所整備強化事業 1283万円 避難所への自動ラップ式トイレの整備経費

小中学校管理費 640万円 新型コロナウイルス感染症感染防止用物品等購
入経費

小中学校施設改修事
業 3115万円 窓の開放による換気のための網戸設置経費

小中学校ICT整備事
業 5010万円

・１人１台端末を更に活用するための周辺機
器・電子黒板の整備経費
・学校事務支援システムの導入経費

質
疑

障
が
い
者
福
祉
施
設
等 

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
費

　
　
自
主
検
査
費
用
助
成
対
象
者
数

の
見
込
み
は
。

　
　
市
内
の
入
所
系
施
設
職
員
２
４

０
人
中
１
２
０
人
分
と
、
新
規
入
所

20
人
分
の
P
C
R
検
査
、
及
び
通

所
系
施
設
職
員
10
人
分
の
抗
原
検
査

を
見
込
ん
で
い
る
。

問答
　
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

　
　

購
入
予
定
の
電
子
黒
板
の

仕
様
は
。

　
　
黒
板
の
上
に
取
り
付
け
ら
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か
ら
、
黒
板

に
直
接
映
す
タ
イ
プ
で
、
黒
板
全

面
に
投
影
す
る
機
能
が
付
い
て
い

る
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
黒
板
に
、

特
殊
加
工
を
し
た
面
材
を
貼
り
、

よ
り
鮮
明
に
映
す
こ
と
が
で
き
、

チ
ョ
ー
ク
も
使
用
で
き
る
。

　
リ
モ
コ
ン
操
作
に
よ
り
、
投
影

画
面
の
大
き
さ
を
変
え
た
り
、
左

右
に
移
動
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

問答

　
小
学
校
施
設
改
修
事
業

　
　
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の
教

室
の
窓
に
網
戸
を
設
置
す
る
こ
と

に
し
た
理
由
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
十
分
な
換
気

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
窓
を
開
け

て
お
く
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
ほ
と

ん
ど
の
学
校
に
網
戸
は
な
く
、
虫

な
ど
が
教
室
に
入
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
た
び
に
授
業
を
中
断
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。学
習
保
障
と
い
う
意
味
で
も
、

網
戸
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
網
戸
落
下
の
危
険
性
は
。

　
　
現
在
、
複
数
の
学
校
で
網
戸

を
設
置
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

に
落
下
事
案
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。
落
下
を
防
ぐ
器
具
を
取
り
付

け
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
落
下
の

心
配
は
な
い
と
考
え
る
。

問答問答

高
齢
者
福
祉
施
設
等 

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
費

　
　
自
主
検
査
費
用
助
成
対
象
者
数

の
見
込
み
は
。

　
　
市
内
の
入
所
系
施
設
職
員
５
０

２
人
中
２
５
０
人
分
の
P
C
R
検
査

と
20
人
分
の
抗
原
検
査
を
見
込
ん
で

い
る
。

問答
　
通
学
路
交
通
安
全

　
　
　
　
　
緊
急
対
策
事
業

　
　

重
信
中
学
校
の
南
門
前
の

安
全
対
策
は
。

　
　
現
時
点
で
は
、
通
学
路
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
な
、
目
立

つ
路
面
標
示
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
横
断
歩
道
に
つ
い
て
は
、
公

安
委
員
会
の
管
轄
と
な
る
た
め
、

今
後
、
協
議
を
行
う
。

　
　
南
吉
井
小
学
校
の
西
側
水
路

の
安
全
対
策
は
。

　
　
水
路
の
上
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ

を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
。
土
地
改
良
区
と
協
議

を
行
っ
た
結
果
、
水
路
管
理
の
こ

と
を
考
え
て
転
落
防
止
の
た
め
の

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
取
り
付
け
る
こ

と
に
し
た
。
水
路
沿
い
の
地
権
者

に
は
、
事
業
内
容
の
説
明
を
し
て

同
意
を
得
て
い
る
。

問答問答

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
環
境

　
　
　
　
　
　
　
整
備
事
業

　
　
全
体
的
な
事
業
概
要
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
支

障
な
く
業
務
が
で
き
る
よ
う
、
市

の
関
係
施
設
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
進
め
て
い
く
。

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
19
の
施
設
で
無
線
L
A
N

環
境
の
整
備
を
図
り
、
本
庁
や
外

部
機
関
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会

議
が
で
き
る
。

　
持
ち
運
び
が
可
能
な
モ
バ
イ
ル

端
末
を
購
入
す
る
と
と
も
に
、
本

庁
に
大
型
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や

マ
イ
ク
ス
ピ
ー
カ
ー
の
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。

問答

PCR検査

高齢者施設オンライン会議の風景

電子黒板（※画像はイメージです）

重信中学校南門前道路

北吉井小学校西校舎の設置網戸
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公
園
整
備
事
業

　
　
樋
口
公
園
整
備
事
業
の
内
容
は
。

　
　
重
信
川
河
川
敷
周
回
コ
ー
ス
に
位

置
す
る
樋
口
公
園
に
は
、
案
内
板
や

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
新
設
し
、
そ
の
北
側
に

は
、
駐
車
場
も
整
備
す
る
な
ど
、
更
な

る
公
園
の
魅
力
向
上
に
努
め
る
。

　
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
水
道
施
設
の

整
備
及
び
管
理
方
法
は
。

　
　
水
道
施
設
は
、
整
備
後
の
利
用
状

況
を
見
て
、
要
望
が
多
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
利
用
方
法
等
を
表
示
す
る
看
板
を

設
置
し
、
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
お
り
、
通
常
管
理
と
し
て

行
う
。

問答問答
　
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　
　

土
地
開
発
公
社
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
資
金
調
達
、
土
地
の
先
行
取
得

に
際
し
て
、
地
価
が
値
上
が
り
す
る

前
に
土
地
の
安
定
的
か
つ
計
画
的
な

先
行
取
得
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
資
金
調
達
に
際
し
て
、

市
が
金
融
機
関
に
債
務
保
証
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
公
社
の
経
営
状
況
に

よ
っ
て
は
市
が

財
政
的
な
リ
ス

ク
を
負
う
こ
と

な
ど
が
あ
る
。

　
今
後
は
、
特

別
会
計
で
工
業

団
地
の
造
成
を

実
施
し
て
い
く
。

問答

　
避
難
所
整
備
強
化
事
業

　
　
ト
ラ
ン
ク
製
自
動
ラ
ッ
プ
式

ト
イ
レ
の
機
能
は
。

　
　
使
用
前
に
凝
固
剤
を
投
入
し
、

排
せ
つ
後
に
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
自

動
包
装
が
開
始
、
防
臭
フ
ィ
ル
ム
が

排
せ
つ
物
を
個
別
包
装
し
、
圧
着
す

る
た
め
水
や
臭
い
の
心
配
を
す
る
こ

と
な
く
排
せ
つ
物
を
処
理
で
き
る
。

　
停
電
時
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
用
す
る

こ
と
で
利
用
で
き
る
。

　
　
ト
イ
レ
用
の
テ
ン
ト
は
。

　
　
内
側
が
シ
ル
バ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
さ
れ
透
け
て
見
え
な
い
仕
様
と
な

っ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
男
女
別
で

区
画
を
分
け
て
配
置
す
る
。

問答問答

　
避
難
行
動
要
支
援
者

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業

　
　

福
祉
避
難
所
に
簡
易
テ
ン
ト
を

購
入
す
る
理
由
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
飛
沫
感

染
を
防
い
だ
り
、
発
熱
等
の
具
合
が

悪
い
方
の
区
分
け
を
す
る
た
め
に
使

用
す
る
。

　
　
購
入
予
定
の
簡
易
テ
ン
ト
の

構
造
は
。

　
　
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
簡
単
に
組
み
立
て

ら
れ
る
テ
ン
ト
で
、
２
畳
ほ
ど
の
大
き

さ
で
あ
る
。
入
口
と
な
る
開
口
部
分

が
広
く
、
車
椅
子
で
も
容
易
に
通
る

こ
と
が
で
き
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守

ら
れ
、
安
心
・
安
全
の
空
間
を
確
保
で

き
る
。

問答問答

　
各
種
予
防
接
種
事
業

　
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

が
低
い
理
由
は
。

　
　
平
成
25
年
4
月
に
定
期
接
種
と

な
っ
た
が
、
接
種
後
に
痛
み
を
伴
う
副

反
応
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
積
極

的
勧
奨
を
控
え
た
た
め
接
種
率
が
低
く

な
っ
た
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
健

康
被
害
が
起
き
た
と
き
の
国
の
対
応
は
。

　
　
認
定
さ
れ
る
と
、
法
律
に
基
づ
く

救
済
が
受
け
ら
れ
る
。

　
担
い
手
農
業
者
機
械
等

　
　
　
　
　
　
導
入
支
援
事
業

　
　
支
援
事
業
補
助
対
象
者
は
。

　
　
認
定
農
業
者
が
１
人
と
、
新
規
就

農
者
を
対
象
に
し
た
研
修
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
農
業
協
同
組
合
が
１
団
体

で
あ
る
。

問答問答問答

簡易テント

重信川河川敷公園整備（計画図）

担い手農業者機械等導入支援事業で
購入したトラクター

トイレ用テント ラップ式トイレ

田窪工業団地

土地開発公社が実施した開発事業

東温市 重信町 川内町

重信工業団地 川内工業団地

上林住宅団地
（ささゆり）

南方岸下工業
団地

上林住宅団地
（五本松）

上林住宅団地
（五本松）

西谷地区住宅
団地

田窪工業団地

令和４年第３回定例会提出議案　14議案

報告２　専決処分の報告
和解及び損害賠償の額の決定

報告３　一般会計繰越明許費繰越計算
報告４　下水道事業会計予算繰越計算
報告５　土地開発公社の経営状況

承認１　東温市税条例等の一部改正
承認２　国民健康保険税条例の一部改正
承認３　介護保険条例の一部改正
承認４　一般会計補正予算（第１号）４月補正

（４ページ参照　※１）
承認５　一般会計補正予算（第２号）５月補正

（４ページ参照　※２）

議案30　地区計画の区域内における建築物の制限
に関する条例の一部改正

議案29　一般会計補正予算（第３号）６月補正
（４ページ参照　※３）

議案31　四国縦貫自動車道における（仮称）東温ス
マートインターチェンジの建設事業に伴う
工事に関する委託契約の締結

議案32　土地の取得について
議案33　土地開発公社の解散

報　告

専決処分

条例改正

補正予算

その他

議案

山
内　

孝
二

安
井　

浩
二

近
藤
千
枝
美

丸
山　
　
稔

相
原
真
知
子

森　
　

眞
一

渡
部　

繁
夫

丹
生
谷
美
雄

細
川　

秀
明

松
末　

博
年

亀
田　

尚
之

渡
部　

勇
次

永
井　

大
介

大
西　

正
之

野
口　
　
竜

議決結果
（賛成：反対）

承認第１号～第５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認（14：０）

議案第29号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決（13：１）

議案第30号～第32号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（14：０）

議案第33号 退 〇 退 － 〇 〇 退 〇 〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 可決（10：０）

【議決結果一覧】

〇賛成　　×反対　　議長（渡部繁夫）は採決に加わらない。
議案第33号土地開発公社の解散については、理事（渡部繁夫、松末博年、近藤千枝美）・監事（山内孝二）のため退場。
副議長（丸山稔）が、議長（渡部繁夫）に代わって進行を行ったため採決には加わらない。

　
渡
部 

勇
次

　
購
入
予
定
の
テ
ン
ト
に

は
、
屋
根
部
分
が
な
く
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
観
点

か
ら
問
題
が
あ
る
。
窓
も
な

く
、
通
気
性
も
悪
い
。
福

祉
避
難
所
に
こ
そ
快
適
な
テ

ン
ト
を
。

議
案
第
29
号
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
討
論

植栽（サクラ）10本
コース案内板　２箇所

公園施設整備
（ﾄﾞｯｸﾞﾗﾝ）１箇所

駐車場整備１箇所（約30台分） 樋
口
公
園

国道11号
新横河原橋

茶堂南団地

横河原橋

樋
口
公
園

茶
堂
公
園

茶
堂
公
園

反
対
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各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。

1 皿ケ嶺の魅力を生かす施策を
2 本市の観光振興の今とこれから

1 重信川を生かしたまちづくり
　 観月祭跡地の有効活用を
2 アート・ヴィレッジとうおん構想の今後は
3 職員のメンタルヘルスケアは

1 市営住宅の課題と将来展望を
2 愛媛大学地域協働センター中予東温との連携は
3 今後の官民連携のまちづくりは

1 東温市農業振興基金を活用した事業を
2 東温市の農業の方向性は
3 源太桜周辺と金毘羅街道の整備を

1 再生可能エネルギーでCO2の削減を
2 高校卒業までの医療費を無料化に
3 特別障害者手当を多くの対象者が
　 受給できるように
4 コロナ対策（QRコードでご視聴ください。）

1 環境教育、及び学校施設のZEB化の推進を
2 電子図書館の導入を
3 太陽光発電パネルには寿命がある

1 サイクリングを生かして健康日本一
2 小中学生の安心安全な登下校を

渡
わた

部
なべ

　勇
ゆう

次
じ

　議員

松
まつ

末
すえ

　博
ひろ

年
とし

　議員

山
やま

内
うち

　孝
こう

二
じ

　議員

亀
かめ

田
だ

　尚
なお

之
ゆき

　議員

森
もり

　眞
しん

一
いち

　議員

丸
まる

山
やま

　稔
みのる

　議員

野
の

口
ぐち

　竜
りゅう

　議員

６月定例会

一 般 質 問 7議員が市政を問う!!7議員が市政を問う!!

　
　

観
月
祭
会
場
跡
地

の
今
後
の
活
用
は
。

　
　
黒
川
都
市
整
備
課
長

県
の
管
理
す
る
河

川
敷
と
し
て
、自
由
に
使

用
可
能
な
場
所
だ
が
、駐

車
場
と
し
て
の
利
用
以

外
活
用
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
で
、現
在
の
と
こ

ろ
具
体
的
な
計
画
は
な

い
。

　
　

キ
ャ
ン
プ
や
Ｂ
Ｂ

Ｑ
の
で
き
る「
防
災

公
園
」を
官
民
連
携
で
の

設
置
は
。

　
　
大
石
副
市
長

国
土
交
通
省
が
進

問答問答

　
　

東
温
担
い
手
農
業

生
産
団
地（
新
規
就

農
研
修
セ
ン
タ
ー
）の
設

置
及
び
愛
媛
県
育
成
ブ

ラ
ン
ド
米
へ
の
取
り
組

み
に
よ
る
機
械
設
備
の

導
入
に
対
す
る
農
業
振

興
基
金
の
活
用
を
。

　
　
上
岡
産
業
建
設
部
長

２
つ
の
事
業
は
本

市
の
担
い
手
確
保
や
産

地
づ
く
り
、ま
た「
ひ
め
の

凜
」へ
の
取
り
組
み
に
寄

与
で
き
る
も
の
と
し
て
再

生
協
議
会
に
承
認
さ
れ
、

今
後
実
施
内
容
に
つ
い
て

精
査
し
、県
や
事
業
実
施

問答

め
る
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、

民
間
事
業
者
を
生
か
し

た
水
辺
空
間
の
活
性
化

が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
の
趣
旨
、方
向
性
に

お
い
て
一
つ
の
意
見
と
し

て
承
る
。こ
の
場
所
は
市

街
地
に
近
く
、公
園
と
し

て
の
立
地
条
件
が
整
っ
て

い
る
が
、事
業
費
や
維
持

管
理
面
等
の
課
題
も
あ

る
た
め
、防
災
面
や
地
域

へ
の
波
及
効
果
も
含
め
、

十
分
な
検
証
を
行
い
総

合
的
に
判
断
し
て
い
き
た

い
。ア

ー
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

と
う
お
ん
構
想
の

今
後
は

　
　

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
山
本
専
門
監
・
地
域

活
力
創
出
課
長

問答

主
体
と
調
整
を
行
い
基

金
の
活
用
を
検
討
す
る
。

東
温
市
の
農
業
の

方
向
性
は

　
　

今
後
の
農
業
の
あ

り
方
、方
向
性
と
支

援
施
策
は
。

　
　
越
智
農
林
振
興
課
長

地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
多
様
な
担
い
手
を

育
成
し
、農
林
業
の
活
力

あ
る
ま
ち
を
目
指
す
。各

支
援
事
業
の
継
続
と
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
に

よ
る
新
た
な
制
度
を
調

査
研
究
し
た
い
。

　
　

中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
の
広
域

化
と
支
援
等
は
。

　
　
越
智
農
林
振
興
課
長

集
落
協
定
規
模
の

問答問答

　
市
総
合
戦
略
の
成
果
目

標
に
届
か
ず
、想
定
通
り

の
事
業
展
開
と
は
言
え

な
い
が
、５
年
間
の
文
化

芸
術
を
通
じ
た
交
流
機

会
の
創
出
や
、次
世
代
を

担
う
人
材
育
成
等
の
事

業
展
開
が
定
着
し
て
き

て
い
る
。自
立
に
向
け
た

目
標
期
間
の
延
長
も
視

野
に
入
れ
、事
業
内
容
や

運
営
状
況
、公
益
性
、発

展
性
な
ど
を
精
査
す
る

こ
と
で
、活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め

る
。職

員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
は

　
　

職
員
の
メ
ン
タ
ル

不
調
未
然
防
止
策

は
。

　
　
高
須
賀
総
務
課
長

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
者
を
早
期
に
把
握
す

る
た
め
、全
職
員
対
象
に
、

年
１
回
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
の
実
施
や
管
理
職
と

の
個
別
面
談
や
自
己
申

告
を
行
う
な
ど
組
織
的

で
、計
画
的
な
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
を
講
じ
て
い

る
。 問答

見
直
し
は
地
域
に
あ
っ
た

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う

説
明
し
、中
山
間
地
の
農

業
や
集
落
の
維
持
の
た
め
、

本
制
度
の
有
効
活
用
を

進
め
る
。

　
　

棚
田
遺
産
認
定
２

地
区（
井
内・音
田
）

へ
の
支
援
は
。

　
　
越
智
農
林
振
興
課
長

県
は
棚
田
カ
ー
ド

の
作
成
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
愛
媛
の
た
な
だ
ん
」の

開
設
を
し
、今
年
度
は
棚

田
等
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
の
作
成
を
予
定
し

て
い
る
。本
市
に
お
い
て

も
棚
田
は
重
要
な
景
観

で
あ
る
こ
と
か
ら
、棚
田

地
域
の
振
興
を
支
援
し

て
い
く
。

源
太
桜
周
辺
と
金
毘

羅
街
道
の
整
備
を

　
　

源
太
桜
周
辺
と
金

毘
羅
街
道
の
整
備

は
。

　
　
梅
崎
建
設
課
長

観
光
振
興
だ
け
で

な
く
文
化
財
・
自
然
保
護

な
ど
各
方
面
の
専
門
家

の
意
見
も
参
考
に
検
討

す
る
。

問答問答

松
まつ

末
すえ

博
ひろ

年
とし

議員

亀
かめ

田
だ

尚
なお

之
ゆき

議員

観月祭会場跡地

東温地区農協カントリーエレベーター

東温市農業振興基金を

活用した事業を

重信川を生かした

　　　　　　　　まちづくり
観月祭跡地の有効活用を
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①
竜
神
平
へ
の

バ
イ
オ
ト
イ
レ
の

設
置
を
。

　
②
風
穴
の
そ
ば
の
避
難

小
屋
を
案
内
事
務
所
に
。

　

③
横
河
原
駅
と
皿
ケ

嶺
を
結
ぶ
往
復
バ
ス
の

運
行
を
。

　
　
山
本
専
門
監
・
地
域

活
力
創
出
課
長

　
①
竜
神
平
へ
の
ト
イ
レ

の
設
置
に
つ
い
て
の
議
論

は
、当
時
、所
在
地
で
あ

る
久
万
高
原
町
や
県
立

自
然
公
園
の
管
理
者
で

あ
る
愛
媛
県
、各
関
係
機

関
、自
然
保
護
、観
光
産

問答
　
　

脱
炭
素
社
会
の
実

現
及
び
S
D
G
s

等
の
環
境
教
育
の
充
実

に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

　
　
八
木
教
育
長

平
成
30
年
度
に
策

定
し
た「
東
温
市
学
校
施

設
等
長
寿
命
化
個
別
計

画
」
に
基
づ
き
、壁
面
や

屋
上
の
断
熱
化
や
、照
明

の
L
E
D
化
の
ほ
か
、

内
装
の
木
質
化
な
ど
、環

境
に
配
慮
し
た
整
備
を

進
め
て
、こ
れ
ら
の
施
設

を
教
材
と
し
て
、児
童
・

生
徒
へ
の
環
境
・
エ
ネ
ル

問答

　
　

①
市
営
住
宅
の
長

寿
命
化
計
画
で
ど

の
よ
う
に
変
革
し
て
い

く
の
か
。

　

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
機
能
の
役
割
の
強

化
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
黒
川
都
市
整
備
課
長

①
令
和
３
年
度
か

ら
10
年
間
で
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
や
居
住
性
の
改
善

を
行
う
と
と
も
に
用
途

廃
止
や
新
設
・
統
合
及
び

民
間
住
宅
の
活
用
等
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、現
在

あ
る
15
団
地
３
０
１

戸
の
内
、４
団
地
36
戸

問答
　
　

①
と
う
お
ん
健
康

医
療
創
生
事
業

と
は
。

　

②
東
温
市
で
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
活
用
し
た

現
在
の
取
り
組
み
と
は
。

ま
た
新
た
な
取
り
組
み

の
検
討
は
。

　
　
山
本
専
門
監
・
地
域

活
力
創
出
課
長

　

①
市
内
企
業
の
従
業

員
を
対
象
と
し
た
健
康

に
関
す
る
研
究
、市
の
自

然
や
食
材
等
を
活
用
し

た
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
企
画
・
実
施
、抗
加
齢

体
験
が
で
き
る
さ
く
ら

問答

業
の
専
門
家
な
ど
と
協

議
を
重
ね
、最
終
的
に
竜

神
平
へ
の
ト
イ
レ
の
再
整

備
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な

っ
た
。

　

②
避
難
小
屋
は
、登
山

者
や
公
園
利
用
者
の
一

時
避
難
や
休
憩
場
所
と

し
て
、誰
も
が
い
つ
で
も

自
由
に
利
用
で
き
る
施
設

に
な
っ
て
い
る
の
で
、案

内
事
務
所
へ
の
転
用
は

難
し
い
。

　

③
過
去
に
、横
河
原
駅

と
皿
ケ
嶺
登
山
口
を
路

線
バ
ス
で
試
験
運
行
し

た
が
、利
用
者
が
非
常
に

少
な
か
っ
た
。地
元
関
係

者
と
協
議
を
重
ね
、乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行

に
切
り
替
え
た
経
緯
が

あ
り
、往
復
バ
ス
の
運
行

は
難
し
い
。

ギ
ー
教
育
を
実
施
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

　
今
後
の
長
寿
命
化
改
修

等
に
あ
た
っ
て
は
、省
エ

ネ
性
能
の
高
い
施
設
整

備
に
努
め
る
。

※
Z
E
B（
ゼ
ブ
）と
は

　

快
適
な
室
内
環
境
を

実
現
し
な
が
ら
、建
物
で

消
費
す
る
年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
建
物
。

電
子
図
書
館
の
導
入
を

　
　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
図
書
館

利
用
の
促
進
と
、デ
ジ
タ

ル
変
革
（
D
X
）
に
対

応
す
る
た
め
電
子
図
書

館
の
導
入
を
検
討
す
べ

き
で
は
。

　
　
河
端
生
涯
学
習
課
長

検
討
は
し
て
い
る
も

の
の
、現
時
点
で
は
著
作

権
の
問
題
や
、提
供
で
き

る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
限
り
が

あ
る
こ
と
、ま
た
、コ
ス
ト

面
か
ら
も
導
入
は
難
し
い

と
考
え
る
。

問答

を
用
途
廃
止
し
、新
た
に

１
団
地
、約
30
戸
を
新

設
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

②
令
和
元
年
度
県
内

市
町
で
初
め
て
設
立
し

た
住
宅
確
保
要
配
慮
者

対
象
の「
東
温
市
居
住
支

援
協
議
会
」で
、新
た
な
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

制
度
を
活
用
し
、総
合
的

に
対
応
し
て
い
く
。

愛
媛
大
学
地
域
協
働

セ
ン
タ
ー
中
予
東
温

と
の
連
携
は

　
　

①
関
係
す
る
３
者

の
役
割
・
目
的
は
。

　

②
こ
の
施
設
の
連
携

の
進
め
方
は
。

　
　
大
石
副
市
長

①
市
は
関
係
機
関

と
協
働
し
て
中
小
零
細

企
業
の
経
営
基
盤
強
化
、

技
術
力
・
経
営
力
の
高
度

化
、人
材
確
保
・
育
成
を

図
る
。

　
愛
媛
大
学
は
地
域
に
密

着
し
、産
業
の
振
興
、地

域
の
活
性
化
等
の
諸
課

題
に
大
学
が
有
す
る
多

様
な
機
能
で
解
決
を
図

っ
て
い
く
。

　

市
内
中
小
零
細
企
業

は
経
営
基
盤
を
強
化
し
、

問答 の
湯
ブ
ラ
ン
チ
、機
能
性

食
品
等
の
開
発
、医
療
機

器
等
の
開
発
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

　

②
観
光
物
産
協
会
と

連
携
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
作
成
、11
月

の
と
う
お
ん
ゆ
っ
た
り

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
開
催

な
ど
、重
信
川
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
を
観
光
や

市
民
の
健
康
増
進
の
拠

点
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
る
。今
後
さ
ら
な
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

活
用
や
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
中
学
生
の
安
心
安

全
な
登
下
校
を

　
　

①
通
学
路
の
ル
ー

ト
変
更
を
含
め
た

危
険
箇
所
の
改
善
は
。

　

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
保
険
な
ど
の
対
応
は
。

　
　
橋
本
学
校
教
育
課
長

①
東
温
市
通
学
路

安
全
連
絡
協
議
会
に
お

い
て
情
報
共
有
し
必
要

な
対
策
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

川
上
小
学
校
南
側
の

歩
道
橋
に
つ
な
が
る
道
路

問答

本
市
の
観
光
振
興
の

今
と
こ
れ
か
ら

　
　

①
観
光
地
の
認
知

度
の
現
状
は
。

　

②
今
後
の
観
光
振
興

の
方
向
性
は
。

　
　
上
岡
産
業
建
設
部
長

①
本
市
は
自
然
が

豊
か
で
、魅
力
的
な
観
光

地
を
有
し
て
い
る
が
、認

知
度
は
高
く
な
い
。道
後

温
泉
や
し
ま
な
み
海
道

な
ど
、集
客
力
の
あ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
、ま
た
、石

鎚
国
定
公
園
や
四
国
カ

ル
ス
ト
な
ど
、既
に
認
知

さ
れ
て
い
る
自
然
公
園
が

近
隣
に
あ
る
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
い
る
と
推
測
し

て
い
る
。

　

②
自
然
環
境
、文
化
、

産
業
な
ど
を
活
用
し
、地

域
と
し
て
の
価
値
を
高

め
発
展
す
る
そ
の
姿
も

地
域
資
源
と
考
え
、東
温

版
ま
ち
づ
く
り
型
観
光

と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
す
る
こ
と
で
、観
光
振

興
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答 太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

に
は
寿
命
が
あ
る

　
　

今
後
訪
れ
る
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の

大
量
廃
棄
へ
の
備
え
は
。

　
　
佃
市
民
福
祉
部
長

２
０
３
０
年
代
後

半
か
ら
大
量
の
使
用
済

み
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が

排
出
さ
れ
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
、不
法
投
棄
や

放
置
、有
害
物
質
の
流
出
、

拡
散
、最
終
処
分
場
の
ひ

っ
迫
な
ど
の
問
題
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

今
後
、国
や
関
係
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
使

用
済
み
パ
ネ
ル
の
適
正
処

理
に
関
す
る
情
報
周
知

に
努
め
る
。

問答

地
域
内
雇
用
の
促
進
、地

域
貢
献
に
よ
り
、東
温
市

全
体
の
活
性
化
の
役
割

を
担
っ
て
い
く
。

　

②
市
と
地
域
連
携
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、

中
小
零
細
企
業
者
と
愛

媛
大
学
の
各
教
員
と
の

連
携
機
会
を
創
出
す
る
。

補
助
金
や
他
の
支
援
策
も

活
用
し
中
小
零
細
企
業

者
を
継
続
的
に
支
援
す

る
。今

後
の
官
民
連
携
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
は

　
　

新
た
な
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

　
　
近
藤
企
画
政
策
課
長

第
５
次
行
革
プ
ラ

ン
等
に
基
づ
き
、研
修
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行

い
、官
民
協
働
手
法
の
理

解
促
進
に
取
り
組
む
。

問答 の
水
路
に
面
し
た
通
学

路
に
つ
い
て
転
落
防
止
柵

を
設
置
予
定
で
あ
る
。ま

た
南
吉
井
小
学
校
区
田

窪
の
歯
科
医
院
前
交
差

点
に
つ
い
て
は
、別
の
場

所
に
新
た
な
歩
道
等
の

整
備
を
行
っ
た
う
え
で
通

学
路
を
変
更
予
定
と
し

て
い
る
。

　

②
現
状
と
し
て
学
校

が
独
自
で
加
入
し
て
い
る

の
は
２
校
で
、そ
の
他
７

校
は
加
入
し
て
い
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
お
け
る
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
持
続
可
能
な

取
り
組
み
に
し
て
い
く
た

め
、学
校
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
保
険
の
加
入
に
つ

い
て
呼
び
掛
け
を
し
て
い

く
。

渡
わた

部
なべ

勇
ゆう

次
じ

議員 丸
まる

山
やま

  稔
みのる

議員

山
やま

内
うち

孝
こう

二
じ

議員 野
の

口
ぐち

  竜
りゅう

議員

風穴前のトイレと避難小屋（奥）

市役所庁舎屋上に設置されている
太陽光発電パネル

期待膨らむ地域協働センター 見守り活動の様子

環境教育、 及び学校

施設のZEB（※）化の

　　　　　　　　　　推進を

市営住宅の

課題と将来展望を

皿ケ嶺の魅力を

生かす施策を

サイクリングを生かして

健康日本一
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太
陽
光
発
電
の
導

入
や
蓄
電
に
つ
い

て
、ど
の
程
度
の
規
模
と

蓄
電
容
量
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
市
施
設
の
電

力
を
ま
か
な
え
る
よ
う

周
辺
の
企
業
と
協
力
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
森
環
境
保
全
課
長

市
有
施
設
の
新
設
・

改
修
に
合
わ
せ
、積
極
的

な
太
陽
光
発
電
設
備
の

導
入
と
蓄
電
池
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
く
が
具

問答

体
的
な
設
置
目
標
は
定

め
て
い
な
い
。

　
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
チ
ッ

プ
を
利
用
し
た
ボ
イ
ラ
ー

発
電
は
、原
料
供
給
の
安

定
性
や
事
業
の
採
算
性

の
問
題
、ま
た
、耕
作
放

棄
地
を
利
用
し
た
太
陽

光
発
電
は
、農
地
法
の
規

制
の
問
題
が
あ
る
。こ
れ

ら
が
解
消
で
き
な
け
れ

ば
事
業
化
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

高
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
化
に

　
　

県
内
で
は
鬼
北
町
、

伊
方
町
、新
居
浜
市
、

内
子
町
に
続
い
て
大
洲

市
で
も
来
年
度
か
ら
無

料
化
を
実
施
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

本
市
で
も
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
林
社
会
福
祉
課
長

市
の
財
政
状
況
は

大
変
厳
し
く
、人
口
減
少

や
少
子
化
対
策
、防
災

減
災
対
策
、施
設
の
老
朽

化
対
策
等
、山
積
す
る
課

題
に
優
先
し
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。無
料

化
の
拡
充
に
つ
い
て
、現

時
点
で
実
施
す
る
考
え

問答

は
な
い
。

特
別
障
害
者
手
当
を

多
く
の
対
象
者
が
受

給
で
き
る
よ
う
に

　
　

本
市
で
介
護
保
険

の
介
護
度
４
、５
の

人
が
何
人
い
る
か
。そ
の

内
、特
別
障
害
者
手
当
を

何
人
が
受
け
て
い
る
か
。

　
　
森
長
寿
介
護
課
長

本
市
の
要
介
護
4

は
２
６
７
人
、要
介
護
５

は
１
９
１
人
。そ
の
う
ち
、

特
別
障
害
者
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
、要
介
護

4
は
５
人
、要
介
護
5

は
い
な
い
。

問答

森
もり

　眞
しん

一
いち

議員

再生可能エネルギーで

CO2の削減を

令
和
４
年
４
月

令
和
４
年
５
月

５
日　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
建
設
委
員
会

６
日　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

11
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

19
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
文
教
市
民
福
祉
委
員
会

12
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

16
日　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会　

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

閉
会
中
の
主
な
議
会
活
動

No 氏　　名 交 付 額 支 出 額 残　　余
（返還金）

※ 1

支出科目　※ 2

調査研究費 研 修 費 資料購入費 事務所費

視察等の調査研
究に関する経費

研修会等に参加
する経費

図書や資料等を
購入する経費

議員活動に必要な
事務所に関する経費

1 野口　 竜 180,000 34,200 145,800 0 1,200 33,000 0

2 大西　正之 180,000 21,990 158,010 0 1,200 20,790 0

3 永井　大介 180,000 1,200 178,800 0 1,200 0 0

4 渡部　勇次 180,000 343,900 0 0 700 0 343,200

5 亀田　尚之 180,000 62,046 117,954 5,000 9,400 47,646 0

6 松末　博年 180,000 59,052 120,948 0 1,200 57,852 0

7 細川　秀明 180,000 160,617 19,383 0 4,200 156,417 0

8 丹生谷美雄 180,000 21,000 159,000 0 1,200 19,800 0

9 渡部　繁夫 180,000 78,306 101,694 5,000 14,620 58,686 0

10 森　　眞一 180,000 16,392 163,608 0 0 16,392 0

11 相原真知子 180,000 90,430 89,570 0 3,200 87,230 0

12 丸山　 稔 180,000 58,704 121,296 0 3,200 55,504 0

13 近藤千枝美 180,000 17,142 162,858 0 3,200 13,942 0

14 安井　浩二 180,000 194,766 0 0 103,290 91,476 0

15 山内　孝二 180,000 83,576 96,424 5,000 9,400 69,176 0

16 伊藤　隆志 180,000 23,844 156,156 0 1,200 22,644 0

合　　計 2,880,000 1,267,165 1,791,501 15,000 158,410 750,555 343,200

　

東
温
市
議
会
議
員
に
は
、

調
査
研
究
等
の
活
動
に

資
す
る
経
費
の
一
部
と

し
て
、政
務
活
動
費
（
一

人
あ
た
り
月
額
１
万
５

千
円
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

議
員
は
、政
務
活
動
費

に
係
る
収
支
報
告
書
を

作
成
し
、領
収
書
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
書
類
を

添
え
て
議
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
基
本
条
例
で
は
、

「
市
民
に
対
し
て
議
会

の
活
動
に
関
す
る
情
報

を
、多
様
な
広
報
手
段
を

使
っ
て
積
極
的
に
公
開

し
、透
明
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、説
明
責
任
を
果

た
す
も
の
と
す
る
」
と
掲

げ
て
お
り
、積
極
的
な
公

開
の
も
と
、政
務
活
動
費

の
個
人
別
収
支
を
公
開

し
ま
す
。

政
務
活
動
費

　

こ
の
収
支
報
告
書
は

一
般
に
公
開
し
て
お
り
、

議
会
事
務
局
で
手
続
き

す
れ
ば
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
長
へ
の
報
告

　

条
例
に
基
づ
き
令
和
３

年
度
政
務
活
動
費
収
支

報
告
書
・
領
収
書
等
を
添

え
て
議
長
か
ら
市
長
に

送
付
し
ま
し
た
。

令和３年度政務活動費 収支一覧表

※１　交付額よりも支出額の多い議員は、残余（返還金）を０と表記しています。
※２　支出があった科目のみ抜粋しています。
　　　（広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、人件費の支出はありませんでした。）

政
務
活
動
費
収
支
報
告

令
和
３
年
度

（単位：円）

議員の表彰

市議会議員として永年勤続等の
功績を称え、表彰されました。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

 

細
川　

秀
明　

議
員

全
国
市
議
会
議
長
会
感
謝
状

　

 

渡
部　

繁
夫　

議
員

四
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

 

渡
部　

繁
夫　

議
員

　

 

森　
　

眞
一　

議
員

　

 

相
原
真
知
子　

議
員

　

 

山
内　

孝
二　

議
員

故 

伊
藤　

隆
志　

議
員

　
　

（
６
月
３
日
ご
逝
去
）

老健施設でのデイサービス

皿ヶ嶺（風穴付近）東温高校広報部提供

議会だよりが
スマホで読めます。
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議
会
だ
よ
り

　
表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
市
議
会
で
は
、年
４
回（
５
月
・
８
月
・

11
月
・
２
月
）「
と
う
お
ん
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
よ
り
市
民
に
親
し

ま
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
表
紙
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
す
る
写
真
】

　

市
内
で
撮
影
し
た
人
物
・
四
季

折
々
の
風
景
・
学
校
行
事
・
地
域
行

事
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
写
真

【
応
募
の
締
切
】

令
和
４
年
11
月
１
日
発
行
号
の

締
切

令
和
４
年
10
月
３
日
（
月
）

応
募
方
法
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

×

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

総
務
産
業
建
設
委
員
会

文
教
市
民
福
祉
委
員
会

　
特
別
委
員
会
設
置
の
経
緯

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
や
大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え

と
し
て
、
行
政
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
で
い
る
。

　
市
民
の
負
託
を
受
け
た
議
会
に
お

い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大
限

に
活
用
し
、
よ
り
効
率
的
な
議
員
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
渡
部
繁
夫
議

長
よ
り
以
下
の
３
つ
の
観
点
か
ら
、

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
、
調
査
研
究
す

る
よ
う
諮
問
が
あ
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員

　
委
員
長
　
　
丸
山
　
稔

　
副
委
員
長
　
　
永
井
　
大
介

　
委
　
　
員
　
　
山
内
　
孝
二

　
　
〃
　
　
　
松
末
　
博
年

　
　
〃
　
　
　
亀
田
　
尚
之

　
　
〃
　
　
　
渡
部
　
勇
次

　
　
〃
　
　
　
大
西
　
正
之

　
　
〃
　
　
　
野
口
　
竜

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
の
現
地
視
察

を
20
日
の
調
査
日
に
行
い
、
22
日
の
予
算
審
査
を
行
っ
た
。

通
学
路
安
全
対
策
工
事
の
審
査
所
管
は
総
務
産
業
建
設
分

科
会
で
は
あ
る
が
、通
学
路
の
安
全
確
保
と
い
う
面
に
お
い

て
、
所
管
で
あ
る
教
育
委
員
会
の
出
席
を
求
め
説
明
を
受
け

た
。
通
学
路
安
全
点
検
や
、
東
温
市
通
学
路
安
全
連
絡
協
議

会
な
ど
の
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、審
査
を
行
い
、全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

　
６
月
21
日
、
委
員
会
調
査

日
と
し
て
現
地
視
察
等
を

行
っ
た
。
　

　
市
民
福
祉
部
局
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
策
と
し

て
、
福
祉
避
難
所
に
屋
内
用

簡
易
テ
ン
ト
を
整
備
す
る
目

的
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
庁
舎
内
に
お
い
て
簡
易

テ
ン
ト
の
設
置
作
業
の
実
演

を
見
学
し
た
。

　
教
育
委
員
会
部
局
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
小
中
学
校
の
全
教
室

の
窓
へ
の
網
戸
設
置
事
業
並

び
に
電
子
黒
板
整
備
事
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
電
子
黒
板
は
、
小
学
校
I

C
T
整
備
事
業
と
し
て
全
教

室
に
導
入
さ
れ
る
。
そ
の
仕

様
や
機
能
に
つ
い
て
、
業
者

作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
説

明
動
画
を
見
て
確
認
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
連
動
さ

せ
る
こ
と
で
、
幅
広
い
学
習

形
態
が
可
能
と
な
る
。

　
市
内
の
通
学
路
安
全
対
策

対
応
箇
所（
７
か
所
）の
現
地

視
察
を
実
施
。

　
委
員
会
で
は
、
市
内
通
学

路
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
学

校
教
育
課
と
連
携
し
現
地
視

察
を
実
施
す
る
な
ど
継
続
し

た
調
査
を
行
っ
て
き
た
。６

月
補
正
に
お
い
て
、
通
学
路

交
通
安
全
緊
急
対
策
事
業
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ほ
か
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
や
ペ
ー
パ
レ
ス
会

議
に
必
要
な
資
機
材
等
の
購
入
費

を
６
月
補
正
予
算
で
可
決
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
や
感
染
症

の
発
生
等
の
緊
急
時
に
お
い
て

も
、
常
に
議
会
機
能
を
維
持
で

き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の

デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

議会運営の効率化
・議員１人１台のタブレットを配布し、活用のための
　スキルアップに努める。
・資料のペーパーレス化により、経費の削減及び検索・
　閲覧の効率化、並びに修正・差し替え等の簡素化を
　目指す。
・郵送・ＦＡＸなどによる待ち時間の削減と正確性の
　向上を目指す。

広報広聴の充実
・オンラインによる議会報告会や市民の皆
様との意見交換会等の開催を通じ、より
多くのご意見を議会に反映させることが
できる。

災害有事への対応
・非常時における議員間及び執行機関との情
　報共有を円滑に行える体制の整備。
・感染症のまん延や大規模災害発生等により、
　議員が一堂に会せない場合は、オンライン
　による会合の開催で、議会の機能停止を防
　止する。

※画像はイメージです

　
通
学
路
の
防
護
柵
設

置
に
あ
わ
せ
て
、
樹
木

の
剪
定
も
要
望
し
た
。

通
学
路
安
全
連
絡
協
議

会
の
対
応
要
望
の
変
更

や
他
の
対
応
策
の
確
認

を
行
っ
た
。

委
員
長
　
松
末
博
年

委
員
長
　
近
藤
千
枝
美

　

本
年
度
工
事
予
定
の

５
か
所
、令
和
５
年
度
予

定
の
２
か
所
を
巡
回
、

工
事
の
必
要
性
と
内
容

に
つ
い
て
建
設
課
か
ら

説
明
を
受
け
る
。

通学路に
はみ出た樹木

工事予定

委員会室で会議中

離れたところからオンライン参加
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／
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 0

8
9

－9
6
0

－5
1
8
6
　

◎
議

会
事

務
局

メ
ー

ル
アドレ

ス
  gikaijim

u@
city.to

o
n.ehim

e.jp
発

行
／

東
温

市
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒

7
9
1

－0
2
9
2
 東

温
市

見
奈

良
5
3
0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.6

6
　

令
和

4
年

8
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ「
地
域
で
活

躍
す
る
人
」と「
予
算
化

さ
れ
た
事
業  

そ
の
後
」

が
掲
載
さ
れ
、地
域
の
活

動
と
結
び
つ
い
た
記
事

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

議
会
と
地
域
の
結
び

つ
き
が
強
ま
り
、議
会
が

地
域
に
目
を
向
け
る
だ

け
で
な
く
、逆
に
地
域
が

議
会
に
興
味
を
持
つ
良

い
機
会
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　

市
民
と
議
会
の
パ
イ

プ
が
大
き
く
な
り
、市
民

の
声
が
議
会
を
動
か
す

大
き
な
力
に
な
る
よ
う

に
願
う
。 （
森　
眞
一
）

発
行
責
任
者
渡
部　
繁
夫

編
集
委
員

委
員
長
安
井　
浩
二

副
委
員
長
渡
部　
勇
次

委

員
近
藤
千
枝
美

〃

丸
山　

稔

〃

森　
　
眞
一

〃

丹
生
谷
美
雄

〃

永
井　
大
介

表
紙
写
真
／
丸
山　

稔

東谷小学校HP

日 月 火 水 木 金 土

9/1 開会 　2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19
敬老の日

20 21 22 23
秋分の日

24

25 26 27 28 29 30

東温市
イメージキャラクター
いのとん

9月定例会のお知らせ（予定）

傍聴される方へ（入場制限ご協力のお願い）

　「市のホームページ」で議会開会中、
生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧になれ
ます。

議会
インターネット中継

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　
集　
後　
記

　

こ
の
度
、
東
谷
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
に
就
任
す
る

に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す

れ
ば
よ
い
か
考
え
ま
し

た
。
調
べ
て
み
る
と
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
：
P
a
r
e
n

t
（
保
護
者
）
と
T
e
a

c
h
e
r
（
先
生
）
が
協

力
す
る
A
s
s
o
c

i
a
t
i
o
n
（
組

織
）
の
略
で
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
の
た
め
先
生

と
協
力
し
て
活
動
す
る
た

め
の
も
の
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
２
年
間
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
、
中
止
や
縮
小
と

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
年
度
は
感
染

対
策
を
行
い
な
が
ら
、
従

来
の
活
動
が
再
開
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
デ
メ

リ
ッ
ト
ば
か
り
目
に
つ
き

ま
す
が
、
活
動
が
再
開
さ

れ
つ
つ
あ
る
今
年
度
は
今

ま
で
慣
例
的
に
行
っ
て
き

た
こ
と
を
見
直
し
、
今
一

度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
本
質

を
皆
さ
ま
と
共
通
の
認
識

と
し
て
持
ち
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
の
方
々
な
ど
と

協
力
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
子
ど
も
た
ち

が
中
心
」
の
よ
り
良
い
学

校
生
活
の
土
台
を
つ
く
る

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

東
温
市
立
東
谷
小
学
校

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
浅あ
さ

野の　
貴た
か

之ゆ
き

さ
ん

再
出
発 人

シ
リ
ー
ズ

市議会ページ

　現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴定員
28人を14人に制限しています。
　傍聴される方は本会議場入場前の手指消毒、マスク着用、検
温にご協力ください。
　なお、傍聴受付時に検温を実施し37.5℃以上の発熱がある方や
体調がすぐれない方の入場は、お断りします。

総務・文教
委員会

予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会  

一般質問
一般質問 質疑

閉会

故
　
伊
藤
隆
志
議
員
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

初めての選挙で緊張
しました。

広
ひろ

瀬
せ

　希
のぞみ

さん（西岡）

政治に関心を持つ
ことができました。

和
わ

田
だ

　幸
こう

大
だい

さん（西岡）

初めての投票


